
バイオガス⽣物脱硫装置

バイオガス中の硫化⽔素の除去装置として､従来の乾式脱硫装置のような廃棄物が発⽣せず、
極めて低コストで維持管理性の良い⽣物脱硫装置を提案しています。

⾮常に⾼い硫化⽔素の除去率

ゼロエミッションを実現する硫化⽔素除去装置

⾼い安全性

優れた維持管理性低いランニングコスト

処理⽬標99％以上。1000ppm以上が
10ppm以下に。

乾式脱硫装置のような吸着剤は不⽤。廃棄
物処理もありません。必要なユーティリ
ティーはポンプ動⼒等の電⼒と補給⽔⽤の
処理⽔のみです。

本機構は空気混合システムに関してフェイ
ルセーフ設計をしています。

年1回程度のろ材洗浄のみで永続的な処理
効果を発揮します。なお性能保持に必要な
制御は⾃動制御となっています。
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項⽬ ⽣物脱硫装置 乾式脱硫装置

概要
充填剤表⾯に形成される⽣物膜に ､空気を注⼊し
た消化ガスを接触させ､微⽣物（硫⻩酸化細菌）
の働きによりH2Sを酸化・除去する

鉄粉､粘⼟等でペレット状にした成形脱硫剤を塔内
に充填し､消化ガスと接触させる

脱硫反応  H₂S+2O₂→H₂SO₄ Fe₂O₃・3H₂0+3H₂S→Fe2S3+6H2O
Fe2O3・3H20+3H2S→2FeS+S+6H₂O

利点・⽋点
・薬品､消耗品がなく維持管理費が安い。
・設備が簡素であり､メンテナンスフリー。
・維持管理が容易。
・⾼濃度にも適⽤可能である。

・脱硫剤の単価が⾼く､交換量も多いので､
 維持費が⾼い。
・脱硫剤の処分が必要である。
・使⽤済みの脱硫剤は発熱するので､取り扱いに
 注意が必要である。

維持管理費 10〜20（乾式脱硫装置を100とした場合） 100

〒115-0055 東京都北区⾚⽻⻄四丁⽬44番2号
TEL：03-3900-8001 FAX：03-3900-8002
https://www.fuso-u.co.jp/

原理

技術認定

消化ガス中の硫化⽔素はスプレー⽔（循環⽔）に溶解し､さらに充填剤表⾯に形成さ
れる⽣物膜にて酸化され､硫酸になります。酸化に必要な酸素は消化ガス中に空気を
混⼊することで供給します。
循環⽔に蓄積された硫酸は適宜､ブロー⽔にて系外に排出します。このように､本⽅
式は微⽣物（硫⻩酸化細菌）を利⽤して､消化ガス中の硫化⽔素を除外するものであ
り､基本原理は⽣物脱臭と同じです。ただし､硫化⽔素の酸化に必要な量だけの酸素
を供給するため､極微量の空気を消化ガスに混⼊されることがポイントとなります。

本技術は国⼟交通省がリードし､（財）下⽔道新技術推進機構が事務局として推進す
る「LOTUSプロジェクト」において､JFEエンジニアリング（株）を含む4社が共同
で実証実験を実施し､要素技術の⼀つとして技術評価を取得しました。
（2007年3⽉）

乾式脱硫装置との⽐較

扶桑ユニテック（株）はJFEエンジニアリング（株）より技術導⼊し､製作・販売を致します。


